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【
授
業
の
ヒ
ン
ト
（
三
）
】

発
問
の
工
夫
―
「
蛇
足
」

薄

井

信

治

状
況
を
想
像
さ
せ
る
た
め
の
発
問
を
提
示
す
る
に
は
、
そ
の
発

問
を
考
え
る
教
員
も
疑
問
か
ら
逃
げ
て
は
い
け
な
い
。
教
材
に
違

和
感
や
疑
問
を
感
じ
た
ら
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
て
考
え
、
発
問

の
形
に
ま
で
持
っ
て
い
く
の
だ
。
大
事
な
こ
と
は
教
材
で
あ
る
漢

文
を
論
理
的
に
読
む
こ
と
だ
。
突
き
詰
め
て
考
え
、
疑
問
を
持
つ

た
め
に
は
論
理
的
に
読
む
必
要
が
あ
る
。

「
蛇
足
」
は
高
校
の
入
門
期
に
取
り
上
げ
る
こ
と
の
多
い
教
材

で
あ
る
。
入
門
期
だ
か
ら
発
問
に
よ
っ
て
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要

が
な
い
と
思
う
の
は
、
生
徒
た
ち
を
侮
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
。
今
回
は
「
蛇
足
」
を
使
っ
て
、
発
問
の
工
夫
の
仕
方
を
探
っ

て
い
こ
う
。

「
蛇
足
」

楚
有
祠
者
。
賜
其
舍
人
卮
酒
。
舍
人
相
謂
曰
、
「
数
人
飲
之
不

足
、
一
人
飲
之
有
余
。
請
画
地
為
蛇
、
先
成
者
飲
酒
。
」
一
人
蛇

先
成
。
引
酒
且
飲
之
。
乃
左
手
持
卮
、
右
手
画
蛇
曰
、
「
吾
能
為

之
足
。
」
未
成
、
一
人
之
蛇
成
。
奪
其
卮
曰
、
「
蛇
固
無
足
。
子

安
能
為
之
足
。
」
遂
飲
其
酒
。
為
蛇
足
者
、
終
亡
其
酒
。

楚
に
祠
る
者
有
り
。
其
の
舎
人
に
卮
酒
を
賜
ふ
。
舎
人
相
謂
ひ

て
曰
は
く
、
「
数
人
に
て
之
を
飲
ま
ば
足
ら
ず
、
一
人
に
て
之
を

飲
ま
ば
余
り
有
り
。
請
ふ
地
に
画
き
て
蛇
を
為
り
、
先
づ
成
る
者

酒
を
飲
ま
ん
。
」
と
。
一
人
の
蛇
先
づ
成
る
。
酒
を
引
き
て
且
に

之
を
飲
ま
ん
と
す
。
乃
ち
左
手
に
て
卮
を
持
ち
、
右
手
に
て
蛇
を

画
き
て
曰
は
く
、
「
吾
能
く
之
が
足
を
為
る
。
」
と
。
未
だ
成
ら

ざ
る
に
、
一
人
の
蛇
成
る
。
其
の
卮
を
奪
ひ
て
曰
は
く
、
「
蛇
固

よ
り
足
無
し
。
子
安
く
ん
ぞ
能
く
之
が
足
を
為
ら
ん
や
。
」
と
。

遂
に
其
の
酒
を
飲
む
。
蛇
の
足
を
為
る
者
、
終
に
其
の
酒
を
亡
へ

り
。「

蛇
足
」
の
前
提
部
分
で
、
「
請
ふ
地
に
画
き
て
蛇
を
為
り
、

先
づ
成
る
者
酒
を
飲
ま
ん
。
」
と
舎
人
が
言
っ
て
い
る
が
、
蛇
の

絵
を
描
く
こ
と
で
競
争
す
る
と
い
う
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
な
い
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だ
ろ
う
か
。
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
発
問
の
形
に
し
て
み
よ
う
。

発
問
の
形
に
し
て
、
実
際
に
生
徒
に
尋
ね
て
み
て
も
い
い
。
自
分

自
身
に
問
い
か
け
て
も
い
い
。
そ
の
こ
と
を
手
が
か
り
に
し
て
深

く
掘
り
下
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

【
発
問
１
】
蛇
の
絵
を
描
く
こ
と
が
競
争
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

予
想
さ
れ
る
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
な
る
。

・
蛇
の
絵
は
簡
単
す
ぎ
て
、
競
争
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。

・
本
来
、
競
争
に
な
ら
な
い
も
の
だ
が
、
た
と
え
話
を
作
る

た
め
に
あ
え
て
競
争
に
な
る
と
し
て
い
る
。

競
争
に
な
り
そ
う
に
な
い
の
だ
が
、
舎
人
た
ち
は
卮
酒
を
賭
け

て
蛇
の
絵
を
描
く
。
と
い
う
こ
と
は
、
蛇
の
絵
に
何
か
あ
り
そ
う

だ
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
発
問
を
作
る
。

【
発
問
２
】
蛇
の
絵
を
描
く
こ
と
が
競
争
に
な
る
と
し
た
ら
、
ど

ん
な
蛇
の
絵
な
の
だ
ろ
う
か
。

・
か
な
り
大
き
く
て
、
描
く
の
に
時
間
が
か
か
る
も
の
。

・
ウ
ロ
コ
一
枚
一
枚
が
精
密
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
。

・
今
に
も
襲
い
か
か
っ
て
く
る
よ
う
な
リ
ア
ル
な
も
の
。

一
筆
書
き
で
描
け
る
よ
う
な
簡
単
な
蛇
の
絵
で
は
競
争
に
な
ら

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
蛇
の
絵
は
、
あ
る
程
度
の
時

間
を
必
要
と
し
、
絵
の
技
量
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
描

く
能
力
」
が
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
蛇
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

競
争
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
蛇
の
絵
を
真
っ
先
に
完
成
さ
せ
る
男
と
は
ど
ん
な

人
物
か
。
「
精
密
な
蛇
の
絵
を
素
早
く
描
く
こ
と
の
で
き
る
画
力

の
高
い
人
物
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、「
蛇
足
」
の
成
句
が
出
来
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、

「
蛇
に
足
を
書
き
加
え
た
男
」
は
ど
ん
な
人
物
だ
ろ
う
か
。

【
発
問
３
】
蛇
に
足
を
書
き
加
え
た
男
は
ど
ん
な
人
物
だ
ろ
う
か
。

す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
回
答
が
出
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

・
頭
が
悪
い
人
。

・
蛇
に
は
足
が
な
い
の
を
知
っ
て
い
る
の
に
足
を
描
く
変
な

人
。

・
他
の
者
が
全
然
描
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
余
裕
を
見
せ

た
か
っ
た
人
。

・
誰
よ
り
も
早
く
描
け
た
の
で
、
調
子
に
乗
っ
て
や
り
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
人
。

こ
れ
ら
の
回
答
は
、
「
蛇
足
」
の
本
質
を
突
い
て
い
る
。
彼
は

「
蛇
固
よ
り
足
無
し
。
子
安
く
ん
ぞ
能
く
之
が
足
を
為
ら
ん
や
。
」

と
非
難
さ
れ
、
せ
っ
か
く
手
に
入
れ
た
卮
酒
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う

愚
か
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
【
発
問
２
】
で
考
え
た
よ
う
に
、
蛇



- 3 -

の
絵
を
最
初
に
完
成
さ
せ
る
男
は
、
「
精
密
な
蛇
の
絵
を
素
早
く

描
く
こ
と
の
で
き
る
画
力
の
高
い
人
物
」
な
の
で
あ
る
。
人
物
像

が
食
い
違
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
に

は
、
「
蛇
足
」
の
話
が
何
の
た
め
に
語
ら
れ
た
か
を
検
討
す
る
し

か
な
い
。

「
蛇
足
」
と
い
う
教
材
は
『
戦
国
策
』
「
斉
策
」
「
昭
陽
為
楚

伐
魏
」
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
と
書
き
下
し

文
を
次
に
挙
げ
る
。
【

】
で
く
く
っ
た
部
分
が
最
初
に
引
用

し
た
よ
う
に
「
蛇
足
」
と
し
て
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昭
陽
為
楚
伐
魏
、
覆
軍
殺
将
得
八
城
，
移
兵
而
攻
斉
。
陳
軫
為

斉
王
使
、
見
昭
陽
、
再
拝
賀
戦
勝
，
起
而
問
、
「
楚
之
法
，
覆
軍

殺
将
、
其
官
爵
何
也
。
」
昭
陽
曰
、
「
官
為
上
柱
国
，
爵
為
上
執

珪
。
」
陳
軫
曰
、
「
異
貴
於
此
者
何
也
。
」
曰
、
「
唯
令
尹
耳
。
」
陳

軫
曰
、
「
令
尹
貴
矣
。
王
非
置
両
令
尹
也
、
臣
窃
為
公
譬
可
也
。

【
楚
有
祠
者
。
賜
其
舍
人
卮
酒
。
舍
人
相
謂
曰
、
『
数
人
飲
之
不

足
、
一
人
飲
之
有
余
。
請
画
地
為
蛇
、
先
成
者
飲
酒
。
』
一
人
蛇

先
成
。
引
酒
且
飲
之
。
乃
左
手
持
卮
、
右
手
画
蛇
曰
、
『
吾
能
為

之
足
。
』
未
成
、
一
人
之
蛇
成
。
奪
其
卮
曰
、
『
蛇
固
無
足
。
子

安
能
為
之
足
。
』
遂
飲
其
酒
。
為
蛇
足
者
、
終
亡
其
酒
。
】
今
、

君
相
楚
而
攻
魏
、
破
軍
殺
将
得
八
城
、
不
弱
兵
欲
攻
斉
、
斉
畏
公

甚
。
公
以
是
為
名
居
足
矣
。
官
之
上
非
可
重
也
。
戦
無
不
勝
而
不

知
止
者
、
身
且
死
。
爵
且
後
帰
。
猶
為
蛇
足
也
。
」
昭
陽
以
為
然
、

解
軍
而
去
。

昭
陽
楚
の
為
に
魏
を
伐
ち
、
軍
を
覆
し
将
を
殺
し
て
八
城
を
得
、

兵
を
移
し
て
斉
を
攻
む
。
陳
軫
斉
王
の
為
に
使
ひ
し
、
昭
陽
に
見

え
、
再
拝
し
て
戦
勝
を
賀
し
、
起
ち
て
問
ふ
、
「
楚
の
法
、
軍
を

覆
し
将
を
殺
さ
ば
、
其
の
官
爵
は
何
ぞ
や
。
」
と
。
昭
陽
曰
は
く
、

「
官
は
上
柱
国
と
為
り
、
爵
は
上
執
珪
と
為
ら
ん
。
」
と
。
陳
軫

曰
は
く
、
「
異
に
此
れ
よ
り
貴
き
者
は
何
ぞ
や
。
」
と
。
曰
は
く
、

「
唯
だ
令
尹
あ
る
の
み
。
」
と
。
陳
軫
曰
は
く
、
「
令
尹
は
貴
し
。

王
両
令
尹
を
置
く
に
非
ざ
る
な
り
。
臣
窃
か
に
公
の
為
に
譬
へ
ん
、

可
な
ら
ん
か
。【
楚
に
祠
る
者
有
り
。
其
の
舎
人
に
卮
酒
を
賜
ふ
。

舎
人
相
謂
ひ
て
曰
は
く
、
『
数
人
に
て
之
を
飲
ま
ば
足
ら
ず
、
一

人
に
て
之
を
飲
ま
ば
余
り
有
り
。
請
ふ
地
に
画
き
て
蛇
を
為
り
、

先
づ
成
る
者
酒
を
飲
ま
ん
。
』
と
。
一
人
の
蛇
先
づ
成
る
。
酒
を

引
き
て
且
に
之
を
飲
ま
ん
と
す
。
乃
ち
左
手
に
て
卮
を
持
ち
、
右

手
に
て
蛇
を
画
き
て
曰
は
く
、
『
吾
能
く
之
が
足
を
為
る
。
』
と
。

未
だ
成
ら
ざ
る
に
、
一
人
の
蛇
成
る
。
其
の
卮
を
奪
ひ
て
曰
は
く
、

『
蛇
固
よ
り
足
無
し
。
子
安
く
ん
ぞ
能
く
之
が
足
を
為
ら
ん
や
。
』

と
。
遂
に
其
の
酒
を
飲
む
。
蛇
の
足
を
為
る
者
、
終
に
其
の
酒
を

亡
へ
り
。
】
今
、
君
楚
に
相
た
り
て
魏
を
攻
め
、
軍
を
破
り
将
を

殺
し
て
八
城
を
得
、
兵
を
弱
め
ず
斉
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
斉
公
を

畏
る
る
こ
と
甚
し
。
公
是
を
以
て
名
と
為
す
に
亦
た
足
れ
り
。
官

の
上
に
重
ふ
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
。
戦
ひ
て
勝
た
ざ
る
無
く
止
ま

る
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
身
且
に
死
せ
ん
と
す
。
爵
且
に
後
に
帰
せ

ん
と
す
。
猶
ほ
蛇
足
を
為
す
が
ご
と
き
な
り
。
」
と
。
昭
陽
以
て
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然
り
と
為
し
、
軍
を
解
き
て
去
る
。

説
客
の
陳
軫
が
昭
陽
を
説
得
し
て
斉
を
攻
撃
す
る
の
を
中
止
さ

せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
が
「
蛇
足
」
と
い
う
た
と
え
話
に
な

っ
て
い
る
。

「
蛇
足
」
の
話
の
流
れ
は
、

１
．
一
人
の
蛇
の
絵
が
完
成
す
る
。

２
．
酒
を
手
に
入
れ
る
。

３
．
蛇
に
足
を
付
け
加
え
る
。

４
．
酒
を
失
う
。

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

①
．
昭
陽
が
魏
を
伐
ち
勝
利
を
収
め
る
。

②
．
官
爵
を
手
に
入
れ
る
。

③
．
斉
の
攻
撃
を
敢
行
す
る
。

④
．
勝
ち
続
け
て
身
を
滅
ぼ
し
、
官
爵
も
奪
わ
れ
る
。

と
い
う
の
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
陳
軫
は
「
③
」
を
阻

止
す
る
た
め
に
、
「
④
」
の
可
能
性
を
「
蛇
足
」
の
た
と
え
話
で

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
誰
よ
り
も
先
に
蛇
の
絵
を
完
成
さ
せ
る
画
力
の
高
い

男
と
は
、
魏
に
勝
利
し
八
城
を
得
た
昭
陽
将
軍
の
こ
と
な
の
で
あ

る
。
た
と
え
話
で
は
、「
蛇
に
足
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

酒
を
失
っ
て
し
ま
う
」
の
だ
が
、
陳
軫
は
そ
う
な
っ
て
は
い
け
な

い
と
昭
陽
将
軍
を
説
得
し
て
い
る
。
説
得
は
功
を
奏
し
、
昭
陽
将

軍
は
斉
を
攻
め
ず
に
引
き
返
す
。
蛇
に
足
を
付
け
加
え
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

陳
軫
が
た
と
え
話
を
し
た
時
、
昭
陽
に
、
あ
な
た
は
「
頭
が
悪

い
」
「
変
な
人
」
だ
、
「
調
子
に
乗
っ
て
や
り
す
ぎ
て
し
ま
う
人
」

だ
と
言
っ
て
、
説
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
あ
な
た
は
誰

よ
り
も
先
に
精
密
な
蛇
の
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
の
高
い

人
だ
、
十
分
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
て
い
る
、
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
先
ほ
ど
の
「
蛇
足
」
の
話
の
流
れ
を
補

う
と
、

１
．
一
人
の
男
が
精
密
な
蛇
の
絵
を
誰
よ
り
も
早
く
完
成
さ
せ

る
。

２
．
賞
品
で
あ
る
酒
を
手
に
入
れ
る
。

３
．
誰
も
描
き
終
え
て
い
な
い
の
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
画
力

を
見
せ
つ
け
る
た
め
に
蛇
に
足
を
付
け
加
え
る
。

４
．
画
力
が
あ
っ
て
も
、
も
と
も
と
足
の
な
い
蛇
に
足
を
描
く

こ
と
は
出
来
な
い
と
指
摘
さ
れ
、
手
に
入
れ
て
い
た
酒
を

失
う
こ
と
に
な
る
。

言
葉
を
補
う
と
、
た
と
え
話
の
「
蛇
に
足
を
描
き
加
え
た
男
」

が
「
能
力
の
高
い
男
」
昭
陽
将
軍
を
説
得
す
る
材
料
に
な
っ
た
だ

ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
、
初
め
て
「
蛇
足
」
の
「
吾
能
く
之

が
足
を
為
る
。
」
の
「
能
」
と
い
う
文
字
の
重
要
さ
が
分
か
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。


